
飛鳥寺周辺 の調査

(昭和56年 4月 )

飛鳥寺周辺では,寺域推定地の西方で発掘調査を実施 した。 この調査は,集

会所建設に伴 う事前調査で,調査地は西面築地推定地の西約15m,飛 鳥坐神社

へ向かう道の南側にあたる (P.47,位 置図参照 )。 調査は南北 2m,東 西 8m

の調査区を設定 して行 った。層序は上か ら整地上,暗灰褐色粘土,茶灰褐色粘

土,淡緑灰色粘土 ,暗褐色土,茶灰色砂質土,暗褐色バラス,茶灰色バ ラスと

な り,地表下 lmの暗褐色バ ラス上面で礫敷を検出 した。暗褐色バ ラスより上

層には中世以降の遺物が多 く含まれていた。調査区中央は,東西長 2.lmの 防

空壕が掘 られてお り,そ の部分からは陶器・ ガラス片などが出土 している。礫

敷は防空壕の西へさらに 1.2mほ ど続き,溝状の S D01に こわされている。 S

D01の 時期は明 らかでない。礫敷は拳大の礫を敷きな らしたものであるが東側

で高 く,西側で低い。調査区内での比高差は 0.2mで ある。昨年のB調査区 (概

報 11)で み られたような段状の作 りはみ られない。

礫敷面か らは,時期を決定できるような遺物は出上 していない。 したが って

礫敷の年代や性格について明確に し得ないのであるが,飛鳥寺西方地域で奈良

県や当調査部で行 った調査で, これまでに明 らかにされた石敷 と同様な性格を

もつ遺構 と考え られる。
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